
授業の基本パターンは「映像を見る→プリントを解く」。慣れたら、映像を見ず「文章を読む→プリントを解く」パターンに発展し、
文章を「先生と一緒に読む→自分一人で読み解く」というステップを踏むカリキュラムになっています。

きほんのおはなし かたちの形ものがたり算数

「国語的算数教室」で養われる力とは
「長文をイメージして読解する力」と
「算数の文章題がスラスラと解ける力」
です。

映像教材も充実！「国語的算数教室」の授業構成例《60分》

図形脳をつくる「かたちの形」はイメー
ジしにくい空間把握をアニメーショ
ンによって脳にしっかりイメージ
させ論理と推理を行います。その
後プリントで学年の枠を超えた図
形の力を身につけます。

新しく学習する単元の基礎を、アニ
メーションで楽しくわかりやすく説明
します。その後「きほんのお
はなし」のプリントを使って
基本をおさえます。

��歳までに身につけさせたいのが
イメージング力

文章が解けるようになる「ものがたり算数」は、は
じめは、ストーリー仕立ての物語をアニメーション
で理解します。徐々に映像の量が減り、先生と一緒
に文章を読み、やがて、自分一人で読み解くように
なるカリキュラムです。その後、先生と一緒にプリ
ントの問題に取り組みます。


